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教育委員会記録 

 

日 時 平成２２年８月１１日（水）午後２時０１分～午後２時１６分 

場 所 教育委員会室 

出 席 委 員 委 員 長 大 藏 之助 
委 員 長 
職 務 代 理 者 

宮 坂 公 夫 

 委 員 田 中 奈那子 委 員 對 馬 初 音 

 教 育 長 井 出 隆 安   

欠 席 委 員 （なし）    

出席説明員 事 務 局 次 長 吉 田 順 之 庶 務 課 長 北 風   進 

 
教育人事企画
課 長 

佐 藤   浩 
教育改革推進
課 長 

岡 本 勝 実 

 
教 育 委 員 会 
事 務 局 
統括指導主事 

白 石 高 士 
学校適正配置 
担 当 課 長 

齊 藤 俊 朗 

 学 務 課 長 日 暮 修 通 
社 会 教 育 
スポーツ課長 

植 田 敏 郎 

 科 学 館 長 末 木   栄 郷土博物館長 阿出川   潔 

 
済 美 教 育 
セ ン タ ー 
所 長 

玉 山 雅 夫 
済 美 教 育 
セ ン タ ー 
副 所 長 

坂 田   篤 

 中央図書館長 和 田 義 広   

事務局職員 庶 務 係 長 日下部   仁 法規担当係長 佐 野 太 一 

 担 当 書 記 島 崎 和 也   

傍 聴 者 数 ６名    

 

会議に付した事件 

（報告事項） 

 (1) 平成22年度学校支援本部新規設置校への財政支援について 

 (2) 杉並区教育委員会共催・後援名義使用承認について 
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委員長 ただいまから、平成22年第15回教育委員会定例会を開催いたします。 

  本日の議事録の署名委員は、田中委員にお願いいたします。 

  平成22年８月１日付で、新たに田中奈那子委員、對馬初音委員が教育委員に任命されました。

任命後、最初の委員会ですので、お二人の委員から一言ずつご挨拶をお願いいたします。 

  それでは、田中委員から順にご挨拶をお願いいたします。 

田中委員 こんにちは。皆様、初めまして。８月１日付をもちまして教育委員に任命されました、

田中奈那子と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

  重責なので、いまだに戸惑いを感じております。微力ですけれども子どもを育てながらＰＴＡ

活動とか、地域のいろいろなボランティアに携わってまいりました。その経験をもとに、少しで

も子どもたちのためにお役に立てればと思って、お引き受けをさせていただきました。まだまだ

本当に右も左もわかりませんけれども、ご指導のもと、少しでもお役に立てればいいかなと思っ

ておりますので、今後ともどうぞ、微力ですけれども頑張ってまいりたいと思います。よろしく

お願いいたします。 

委員長 どうもありがとうございました。 

  では、続きまして、對馬委員にお願いいたします。 

對馬委員 初めまして。田中さんと同じく、８月１日付で教育委員を拝命いたしました對馬初音と

申します。 

  私も、子どもを育てながら地域の子育て支援とか、ＰＴＡなどで子育てをしている方々を見て

まいりました。一緒にやってきたつもりでおります。最近１年間は、区立の小学校の中で、先生

方が一生懸命勉強を教えられている、生活指導をされている姿を見ながら、それをサポートする

仕事をさせていただいておりました。これからも微力ではございますが、一生懸命努力していき

たいと思いますので、いろいろな学校を見せていただきたいと思っております。よろしくお願い

いたします。 

委員長 それでは、今日、お二人の委員は初めてでございますので、説明委員として教育委員会の

幹部がそろっておりますから、その紹介をさせていただきます。 

  教育長からお願いできますか。 

教育長 それでは、説明員のご紹介をさせていただきます。 

  初めに、私、教育長の井出でございます。よろしくお願いいたします。 

  参事級の５名をご紹介いたします。 

  吉田順之、教育委員会事務局次長でございます。 

事務局次長 よろしくお願いいたします。 
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教育長 玉山雅夫、済美教育センター所長でございます。 

済美教育センター所長 よろしくお願いいたします。 

教育長 和田義広、中央図書館長でございます。 

中央図書館長 よろしくお願いいたします。 

教育長 このほかに、本日は出席をしておりませんが、渡辺均、教育改革担当部長、田中哲、教育

委員会事務局参事〈杉並師範館担当副参事事務取扱〉、この２名がございます。 

  以上、よろしくお願いをいたします。 

  なお、副参事級につきましては、事務局次長よりご紹介申し上げます。 

委員長 お願いいたします。 

事務局次長 それでは、私の方から、本日出席の副参事級を紹介いたします。 

  北風進、庶務課長（統括課長）でございます。 

庶務課長 よろしくお願いいたします。 

事務局次長 佐藤浩、教育人事企画課長でございます。 

教育人事企画課長 よろしくお願いいたします。 

事務局次長 岡本勝実、教育改革推進課長でございます。 

教育改革推進課長 よろしくお願いいたします。 

事務局次長 白石高士、教育委員会事務局統括指導主事でございます。 

教育委員会事務局統括指導主事 よろしくお願いいたします。 

事務局次長 齊藤俊朗、学校適正配置担当課長でございます。 

学校適正配置担当課長 よろしくお願いいたします。 

事務局次長 日暮修通、学務課長でございます。 

学務課長 よろしくお願いいたします。 

事務局次長 植田敏郎、社会教育スポーツ課長でございます。 

社会教育スポーツ課長 よろしくお願いいたします。 

事務局次長 末木栄、科学館長でございます。 

科学館長 よろしくお願いいたします。 

事務局次長 阿出川潔、郷土博物館長でございます。 

郷土博物館長 よろしくお願いいたします。 

事務局次長 坂田篤、済美教育センター副所長でございます。 

済美教育センター副所長 よろしくお願いいたします。 

事務局次長 なお、本日出席の説明員は以上でございますが、このほか、事務局におります説明員
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の名前だけ紹介をさせていただきます。 

  正田智枝子、教育委員会事務局副参事（特命事項担当）〈子供園担当課長〉でございます。 

田中稔、済美教育センター統括指導主事、堀川直美、中央図書館次長、以上でございます。 

  どうぞよろしくお願いをいたします。 

委員長 どうもありがとうございました。全部覚えるのは大変ですが、よろしくお願いいたします。 

  それでは、これから議事に入りますが、本日の議事日程はご案内のとおり、報告が２件でござ

います。 

  それでは、委員の席次について、まずお諮りをいたします。 

  現在のような席次で、お座りになっているとおりでよろしゅうございましょうか。 

（「なし」の声） 

委員長 それでは、この席順でまいります。 

  それでは、議事日程第１、報告事項の聴取に入ります。 

  初めに、「平成22年度学校支援本部新規設置校への財政支援について」の説明を、教育改革推

進課長からお願いいたします。 

教育改革推進課長 では、私から、「平成22年度学校支援本部新規設置校の財政支援について」ご

報告を申し上げます。 

  学校支援本部は、学校や教員が授業、生活指導、部活動などに専念できるように、地域の人材

を活用して、そして地域の人たちが外部とのコーディネートを行って、学校の教育活動または学

校教育活動外の活動を充実させる新しい仕組みです。特に杉並では、地域の志のある方たちと一

緒になって学校の教育活動を支援するというふうに設置された、ボランティアによる新しいネッ

トワーク型の組織であります。 

  この度、22年度の学校支援本部の新規設置校につきましては、12校決定いたしました。学校支

援本部はビジョン推進計画に基づきまして、地域との協働を進めるため、平成18年度に導入いた

しました。ビジョン推進計画最終年度であります今年度は、全校設置となっております。昨年度

が52校の設置で、今年度、全校設置で66校となります。今回、そのうちの12校を先に、決定いた

しましたのは、残りの２校については年明けに設置を予定しております。それを待っております

と、せっかく今、立ち上がろうとしている新規校の財政支援が遅れてしまいますので、まずは12

校についてご報告をしたいと思います。 

  まず、今回の募集期間及び募集状況ですが、6月17日から３週間にわたり募集をいたしまして、

14校のうち12校から応募をいただきました。内訳は、小学校８、中学校４でございます。 

  選定の方法及び経過ですが、選定の手順として、教育改革推進課内に選定委員会を設けまして、
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応募校から提出された書類審査のほか、学校の校長、それから学校支援本部の代表者の予定の方

を対象にヒアリングを実施し、内容を確認させていただきました。 

  また、審査の視点といたしましては、学校支援本部の設置の目的と活動目標、また、どのよう

な活動を予定されているか、そして事務局の具体的な組織体制、また、規約内容、本年度の予算

計画等について行っております。 

  選定の方法は、今申し上げたとおり、まず、一次審査として書類審査を行っております。また、

二次審査としてヒアリング。その結果を受けまして、選定委員会で最終審査を行ったものでござ

います。 

  選定の結果といたしましては、今回応募してきた学校は、全て財政支援にふさわしいというこ

とで12校を選定したところでございます。 

  なお、その他といたしまして、この学校支援本部につきましては、本年度、区からの財政支援

として、29万8,000円が１校当たり、そして、国の学校支援地域本部事業を活用しまして、地域

コーディネーターの人件費として、１校当たり年額最大50万円を支出しております。 

  私からは以上でございます。 

委員長 ただいまのご説明について、ご質問、ご意見ございましょうか。 

  私の方から伺いたいのですが、これは２校残って年内にということですね。 

教育改革推進課長 はい。 

委員長 その14校は全部応募はあったんですか、応募がなかったんですか。 

教育改革推進課長 今回は、13校から応募がありまして、１校はもともと年を越えてということだ

ったんですが、応募の13校のうち１校がヒアリングの前にやりとりしているうちに、予定が年明

けということがわかりましたので、辞退ということで、正式な応募は12校ということです。 

委員長 わかりました。その正式な応募校は全部認められたということですね。 

教育改革推進課長 はい。 

委員長 ありがとうございました。 

  ほかに何かございますか。 

（「なし」の声） 

委員長 では、ございませんので、ありがとうございました。 

  では、次の報告事項に移ります。 

  「杉並区教育委員会共催・後援名義使用承認について」の説明を、社会教育スポーツ課長から

お願いいたします。 

社会教育スポーツ課長 私の方から、平成22年７月分の杉並区教育委員会共催・後援名義使用承認
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についてご報告申し上げます。 

  資料の１枚目をご覧ください。７月に関しましては合計で21件。内訳としましては、定例18件、

新規の申請が３件。また、21件中、共催が７件、後援が14件でございます。 

  今回７月に新規に申請がありました分につきまして、ご説明を申し上げます。１枚おめくりい

ただきまして、１ページでございます。 

  No.１、新規、後援でございます。「Ｇｏ飛ぶ教室」という団体が行います「西荻囲碁こども

教室」という子どもの囲碁の入門教室ということでございます。 

  No.２、２番目、新規の後援でございます。団体が杉並女性団体連絡会、内容につきましては、

ドキュメンタリー映画の上映会とトークということで、男女共同参画についてのテーマだという

ことでございます。 

  以上が社会教育スポーツ課分でございます。 

  １枚おめくりいただきまして、３ページでございます。済美教育センターの承認分でございま

す。 

  １番、新規、後援でございます。日本フィルハーモニー交響楽団によります「マイク・スペン

サーと日本フィル『音楽創造ワークショップによる授業づくり』」ということでございます。 

  以上、新規３件についてのご説明を申し上げました。私からは以上でございます。 

委員長 どうもありがとうございました。 

  ただいまのご説明について、ご質問、ご意見ございませんか。 

  はい。 

宮坂委員 ２番目の杉並女性団体連絡会、これは映画とトークなんだそうですが、7月25日という

ことは、もう既に終わっているんですよね。 

社会教育スポーツ課長 はい、そうです。 

宮坂委員 題名はわかりますか、映画の題名。 

社会教育スポーツ課長 タイトルが「男女共同参画の視点から女性の労働を考える」というもので

ございます。映画が、「外泊」という韓国の労働争議の映画と。 

宮坂委員 「外泊」ですか。 

社会教育スポーツ課長 はい、「外泊」です。 

宮坂委員 「外泊」、韓国の映画ですね。 

社会教育スポーツ課長 はい、韓国の労働争議の映画ということでございます。 

  講演につきましては、明治大学の堀口悦子准教授の講演となっております。 

宮坂委員 ありがとうございました。 
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委員長 「外泊」というのは外に泊まるということ。 

社会教育スポーツ課長 ええ、外に泊まる「外泊」でございます。 

委員長 ほかに何かございますか、ご質問かご意見は。 

  どうぞ。 

對馬委員 勉強不足で申し訳ないんですけれども、社会教育スポーツ課と社会教育センター、特に

この２つの管轄の違いというんですか、それがちょっとよくわからないということと、それから、

定例のところで、地教連が３つ、３学校区がございますけれども、ほかのところは、この７月で

はないときに申請をしているというふうに解釈すればよろしいのでしょうか。 

社会教育スポーツ課長 まず、申請の承認が日付です。それで７月分というふうにやっております

ので、それ以降に行うもので、既にもう出ているものは入っておりません。 

  あと、社会教育スポーツ課と社会教育センターの、この共催・後援につきましては、社会教育

センターが管轄している文化団体連合会ですとか、また、親子セミナーですとか、そういうもの

に関しましては社会教育センターのほうで受けております。それ以外、スポーツの関係がほとん

どでございますけれども、社会教育スポーツ課のほうで受けているということでございます。 

委員長 よろしゅうございますか。 

對馬委員 はい、ありがとうございます。 

委員長 ほかに何かありますか。 

（「なし」の声） 

委員長 では、ありませんので、報告事項の聴取はこれで終わります。 

  予定されました日程は、報告事項２件でしたから、これで終了いたします。 

  庶務課長、何かございますか。 

庶務課長 次回の日程でございます。８月26日、木曜日、午後２時から定例会を予定してございま

す。 

  なお、議事内容につきましては、小学校教科用図書及び特別支援教育教科用図書の採択に関す

る審議を予定してございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

  以上でございます。 

委員長 どうもありがとうございました。 

  それでは、本日の会議を閉じます。 


